
授業アイディア例

学習過程 ① 　学校生活をよりよくするために，
　 気になることを調べて，学級の友達に
報告する文章を書くという課題を
設定し，学習の見通しをもつ。
② 　報告する文章のモデルを読み，
構成や書き方の特徴を確かめる。

③ ④　報告する題材を選び，調査の
内容や方法を決め，調べる。

⑤ 　調べて分かったことを整理し，自
分の考えをもつ。
⑥ 　必要な事柄を取捨選択しながら，
自分の考えを明確にする。
⑦ 　報告する文章の全体の構成表を
作る。
⑧⑨　報告する文章を書く。

⑩ 　互いに読み合い，単元の学習を
振り返る。

■ 　完成した報告する文章を読み合い，本単元で身に付いた力や，今後の
学習などに生かしたいことについて振り返ることができるようにする。

■ 　委員会活動での取組などから，学校生活で気になることについて
話し合う場を設け，調べて学級の友達に報告するという学習の計画を
立てるようにする。

■ 　本問をモデルとして示し，報告する文章の大まかな特徴を捉える
ことができるようにする。（構成や書き方の工夫については，必要に
応じて参考にすることができるようにする。）

■ 　調査の結果を予想しながら，調べる観点（数，種類，時，場，原因
など）を決めるようにする。その際，教師が観点を例示したり，学級
全体で案を出し合ったりして，参考にすることができるようにする。
■ 　報告する内容に照らして，必要な情報を得ることができたかどうかを
確かめるように促し，必要があれば追加調査を行うようにする。
■ 　調査の結果から「分かったこと」を付箋などを用いて整理しながら，
自分の考えを明確にすることができるようにする。
■ 　本問をモデルとし，報告する文章の特徴を踏まえて，構成表を作る
ことができるようにする。
■ 　②時で学習した書き方の特徴を参考にして，事実と考えとを区別し
ながら書いたり，図表やグラフを用いて書いたりすることができる
ようにする。
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　調べて分かったことを整理し，自分の考えをもつ第二次⑤／10

　分かったことを
結び付けて見て
いくと，けがを
減らす解決策が
見付かるかもし
れないな。

「学校生活で気になることを調べて，報告する文章を書こう」
～目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，まとめて書く～
　目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，まとめて書くことに課題が見られました。そこで，本授
業アイディア例では，調べて分かったことを整理したり，自分の考えの理由や事例としてふさわしい事柄を選ん
だりしながら，自分の考えを明確にして書くことについての指導事例を紹介します。なお，本授業アイディア例は，
第５学年以上を対象としています。
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活 用 の ポ イ ン ト！本授業アイディア例

● 　調査したことについて報告する文章を書く活動では，児童の「調べて報告したい」という思いを大切にすることが重要です。そ
のためには，身近な生活に題材を求めたり，調べる価値や報告する必要性が実感できる題材を選んだりすることが考えられます。
● 　調査の段階ではグループで協力して調べ，記述の段階では個人で考えを深めながら書くようにするなど，学級の実態に応じて
工夫することも効果的です。
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　学年とけが
の件数は関係
ないかもしれ
ないな。

Aさん

　どんなことが分かった
のか整理してみようかな。

　けがは自分だけ
が原因で起こるわけ
ではないんだな。

　多くの人が集まって活動する
こととけがが関係しているかも
しれないな。
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　必要な事柄を取捨選択しながら，自分の考えを明確にする第二次⑥／10

　報告する文章を書く第二次⑧・⑨／10

「学校生活で気になることを調べて，報告する文章を書こう」

参照 「平成31年度（令和元年度） 報告書　小学校　国語」P.20 ～ P.37，「平成31年度　解説資料　小学校　国語」P.12 ～ P.23

学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕
Ｂ　書くこと　ウ

課題の見られた問題の概要と結果
1   調べたことを報告する文章を書く（「公衆電話」）
1  三　正答率 28.9 % 　公衆電話について調べたことを【報告する

文章】の に，「２　調査の内容と結果」の
（１）と（２）で分かったことをまとめて書く
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〈資料１〉
〈けがの発生場所と発生件数の割合

〈資料２〉
〈けがの発生時間とけがの発生件数

〈資料３〉
〈けがをした原因のまとめ（複数回答）
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けがの発生の原因 人数（人）

人とぶつかったから 18

飛んできたボールが当たったから 12

遊ぶ道具を正しい方法で使って
いなかったから 

７

鉄ぼうやジャングルジムなどの遊具
から手をすべらせて落ちたから

４

その他 ８

　記述の際は，
調べて分かったこと
と自分の考えとを区別
し，文末表現などに
気を付けて書き分ける
ことが大切です。また，
読み手に伝わりやすい
記述の仕方を考え，必要
に応じて図表やグラフ
を用いるなど工夫して
書くことも大切です。

　自分の考えを
まとめる際には，
事柄の内容を関係付け
て考えることができる
ようにすることが大切
です。また，選んだ事柄
が自分の考えの理由や
事例として，ふさわし
いかどうかを吟味する
ことも大切です。
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保存する
方法は何種類
あるのか

塩づけを
する食べ物

納豆菌にはどの
ようなはたらき
があるか

塩のはたらき 砂糖の
はたらき

菌を利用
する食べ物

・・・・・・・
・・・・

納豆を最初に
見つけた人は
だれか

魚の干物は
いつから
あるのか

煮干しの
起源

・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・
・・・・

かんそうして
保存する ( 魚 )

砂糖で保存
( ジャム )

冷やして保存
(アイスクリーム )

・・・・・・・
・・・・

食べ物の保存について調べよう 種　類

は た ら き ． ． ． ．

方　法 歴　史

友達が調べようと
思っていること

食べ物の保存に
ついての図書コーナー

2

1　
(アウトライン化前のものです。
黒板に合わせるには縮小が必要だったので
別ファイルにアウトライン化のうえ
合成してあります )

　これは，自分の
伝えたいことに必
要な事柄ではない
から，取り除いて
もよさそうだな。

　調べて分かったことを整理し
て，自分の考えをピンクの付箋に
書いて貼ろう。分かったことと自
分の考えは，ずれていないかな。

事柄の内容を関係付け
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